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1. 研究背景 

人間が何かを発想しデザインしようとした際、

それは自身の感性に依存している。デザイン発

想の善し悪しはデザインする人間の発想力や創

造能力によって決まる。しかし発想には限界が

ある。その際は、新たな発想をすべく発想力を

刺激してくれるものが必要となる。現在、発想

支援を目的としたツールのニーズが高まってき

ている。 

現在、多くの発想支援システムが存在する。 

デザイン支援として、ポスター、自動車、イ

ンテリア等といった様々なデザイン支援システ

ムが存在する[1][2]。それらはあらかじめ、デ

ータベース中に色や図が格納されているものや、

変数に数値を入力することで画像を変化させる

ものである。しかし、データベース中であるた

め有限的である。一方で、インターネットを利

用した支援ツールは存在する。例えばユーザの

コンテンツ作成を支援するツールなど、web 上で

活用する支援システムである。また、データと

して保持する複数の画像を組み合わせる（合成

する）ことで、新たな画像を生成し発想支援す

るシステムは存在する。しかし、これらをデザ

イン作成支援に応用したシステムは未だ無い。 

 

2. 課題 

インターネット上から大量の画像情報を分析

するためには、インターネット上からどのよう

に画像情報を収集するかが問題である。また、

ユーザにとって不要と感じる画像（ノイズ）を

いかに削るか。そして、取得した画像群を保存、

入れ替え、追加等の KJ 法を満たす機能実装。 

 

3. 研究目的 

本研究は第一に、インターネット上に存在す

る画像群を組み合わせ表示することで、ユーザ

に新たな発想を生み出すことを促し、人間の感 

 

 

 

 

 

 

性を刺激する、新たな映像的イマジネーション

支援ツールを作成することを目的とする。 

第二に、得られた画像群を更に、ユーザ自身

が選択、グループ化、組み合わせ、整理してい

くという KJ 法的操作を可能とする機能を追加す

ることを目的とする。 

 

4. 研究方法 

画像専用検索エンジン作成のために、既存の

検索エンジンの画像検索を利用する。画像検索

とは、ユーザがキーワードを入力し、その近く

にある画像を取得し、それらを検索結果として

一覧表示する機能である。本研究では公開され

ている既存の検索エンジンを利用した。Java の

URL クラスの機能を使用して検索エンジンの検索

結果の HTML ファイルを読み込み、加工すること

によって画像取得を実現した。 

 ノイズ処理に関して、既存の検索エンジンを

利用した画像検索の検索結果にはすでに存在し

ない画像・サイトも表示されてしまう。それら

の情報を省くため、画像情報（プロパティ）を

得てそれらを分析するという手法をとる。また

取得した画像のスキップ、保存、入れ替え等の

処理機能は、JavaScript を利用し実装している。 

 

 

 
 

 

図 1  検索結果画面 
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5. 評価試験 

 10 名の被験者を集い、試験評価を以下の形式

で行う。「全体または一部が動物の形状をした

文房具、或いは自動車のデザインを考案する」

という内容である。 

１、 システム使用前に考案 

２、 システム使用後に考案 

３、 本ツールを使用しての 5 段階評価 

４、 意見・感想 

試験中の各考案時間と各種ボタン（スキップ、

セーブ等）の操作回数の履歴をとる。 

 

6. 試験結果と考察  

 

 
 

 
図 2 発想支援ツールに対しての 5 段階評価 

 

 図 2 の 5 段階（1～5）評価は 3 点を中間点と

し、数字が大きいほど肯定的評価となる。 

「画像交換する操作はアイデアを得るために

有効だった」が 4.4 と高い。人間の発想はいき

なり素晴らしいアイデアに到達することはない。

発想とは既存の知識の組み合わせであり、組み

合わせの試行錯誤が発想の過程には必要と言わ

れている。提案システムはこの過程の支援も行

っていることを表している。 

「自分が普段考えないタイプのアイデアが得

られた」3.8。インターネット上にある膨大な画

像群をからバラエティに富んだ画像が多く得ら

れたためと考えられる。 

「システムで得たアイデアは斬新さの点で満

足いくものだ」3.2 と低めであった。被験者が普

通の学生でデザイン作成の素人であることも影

響していると考えられるが、斬新なアイデアが

得られるための刺激的な画像のみを表示できる

ようなフィルタリング（絞込み）機能が今後の

課題として挙げられる。 

 

 表１ アイデアと所要時間の関係 

 
 

 表１から、少ない自動車の方でも平均 1.3 個

のアイデアを得ている。これは、アイデアが行

き詰まった状態をこのシステムが打破している

ことが分かる。特に文房具では、自分の頭で考

える前と同等の数のアイデアを得ているため、

数だけで考えれば提案システムを使用すること

で、アイデアが 2 倍になったと言える。 

また、アイデアをひとつ得るのにかかる時間

は、人間の頭では 1.86 分、本ツールでは 3.69

分であった。一見、3.69 分と長くかかっている

かと思うが、システムを使用する時間を考慮に

入れれば当然である。寧ろ、約 2 倍の時間をか

ければ、新たなアイデアを得ることができると

いう点でシステムの有効性を示している。 

 

7. 総合評価 

 本システムは WEB 画像を取得することができ、

従来のシステムにおけるデータの有限性を解消

している。検索エンジンとしても複数のキーワ

ードを同時検索することに成功している上、ノ

イズ処理を実現しているため、優れた検索・表

示ツールであると言える。 

 また試験評価においてユーザに普段考えない

アイデアを湧かせることができたことから、本

システムは単なる発想支援に留まらず、感性を

育てる効果があったという点も注目しておくべ

き事である。 

 

8. 今後の課題 

 より精度の高い画像を抽出するフィルタリン

グ技術が望まれる。キーワードとは無関係の画

像をノイズとして処理することは当然ながら、

今後はユーザの細かな指定を画像内容認識の観

点から進めていくことが挙げられる。 
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